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Zobair Younossi，江口有一郎：本邦におけるNAFLD患者の patient reported outcome は肥満や肝
脂肪化により低下する．第9回肥満と消化器疾患研究会．2019，5，8．抄録集：26，O‐10．

7 ○岡田倫明，矢田ともみ，大枝 敏，岩根紳治，高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：Ｃ型慢性肝疾患
におけるDAA治療は治療早期からQOLを改善する．第55回日本肝臓学会総会．2019，5，30‐
31．肝臓 60巻：132．

8 小平俊一，秋山 巧，木村俊一郎，窪津祥仁，岡田倫明，高橋宏和，江口有一郎，安西慶三：高齢
者HCC治療における予後規定因子の検討．第22回日本高齢消化器病学会総会／第15回消化器病に
おける性差医学医療研究会．2019，8，2‐3．抄録集．

9 小平俊一，窪津祥仁，高橋宏和，兵庫秀幸，木村俊一郎，岡田倫明，秋山 巧，安西慶三，江口有
一郎：NAFLDにおけるサルコペニアの糖代謝への影響．第40回日本肥満学会／第37回日本肥満症
治療学会学術集会．2019，11，2‐3．抄録集：81．

10 ＊是永匡紹，榎本 大，是永圭子，横須賀收，井出達也，井上貴子，日髙 勲，柿﨑 暁，小林良正，
本田浩一，小川浩司，井上 淳，池田房雄，的野智光，江口有一郎，日浅陽一，寺井崇二，持田
智，溝上雅史，考藤達哉：DAA治療予後と残された課題－SVR後発がんとHCV陽性者の撲滅．
第56回日本肝臓学会総会．2019，5，30‐31．肝臓（0451‐4203）60巻，Suppl．1 Page A386．

11 田中賢一，高橋宏和，江口有一郎，安西慶三：Canagliflozin と運動が骨格筋やNAFLD肝に与え
る影響．第6回肝臓と糖尿病・代謝研究会．2019，5，25．抄録集．

12 ＊藤山直人，角田圭雄，水谷 一，江口有一郎：Burden of Hepatocellular Carcinoma and Mortality-
inNonalcoholicfattyliver disease/nonalcoholicsteatohepatitis．第55回日本肝臓学会総会．2019，5，
30‐31．肝臓（0451‐4203）60巻，Suppl．1 Page A463．

13 矢田ともみ，岩根紳治，藤岳夕歌，磯田広史，大枝 敏，江口有一郎：肝炎医療コーディネーター
のモチベーションアップのためのスキルアップ研修の実績と効果．第55回日本肝臓学会総会．2019，
5，30‐31．肝臓 60巻：78．

地方規模の学会
1 井上 香，磯田広史，大枝 敏，高橋宏和，江口有一郎：Ｂ型慢性肝疾患に対するテノホビル・ア
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ラフェナミド（TAF）の当施設における治療効果と安全性の検討．第43回日本肝臓学会西部会．
2019，12，12‐13．肝臓 60巻：62．

2 岩根紳治，井上 香，磯田広史，大枝 敏，木村俊一郎，小平俊一，窪津祥仁，岡田倫明，秋山
巧，高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：Ｂ型肝炎は核酸アナログ製剤投与中でも肝発癌が認められ
る．第43回日本肝臓学会西部会．2019，12，12‐13．肝臓 60巻：63．

3 江口有一郎：NASH/NAFLDの診療戦略．日本消化器病学会九州支部 第24回教育講演会．2019，
3，24．抄録集．

4 大枝 敏，高橋宏和，江口有一郎，安西慶三：HbA1c が Friedewald 式による LDL測定値に与え
る影響．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：46．

5 ○岡田倫明，高橋宏和，江口有一郎，遅野井健，安西慶三：FIB-4index は2型糖尿病患者の動脈硬
化や eGFRと関係する．第327回日本内科学会九州地方会．2019，11，17．抄録集：58．

6 ○岡田倫明，高橋宏和，江口有一郎，遅野井健，安西慶三：FIB-4index は2型糖尿病患者の動脈硬
化や eGFRと関係する．第57回日本糖尿病学会九州地方会．2019，10，25‐26．抄録集：53．

7 木村俊一郎，窪津祥仁，小平俊一，岡田倫明，秋山 巧，高橋宏和，江口有一郎：原発性硬化性胆
管炎と潰瘍性大腸炎を背景に胆道癌を認めた若年男性の1例．第327回日本内科学会九州地方会．
2019，11，17．抄録集：40．

8 窪津祥仁，大枝 敏，江口有一郎：FibroScan®の controlled attenuation parameter 値に組織学因
子が与える影響．日本超音波医学会第29回九州地方会学術集会．2019，10，6．抄録集．

9 ○高橋宏和，田中賢一，江口有一郎：非アルコール性脂肪性肝疾患に対する運動療法の有効性に関す
るメタアナリシス．第43回日本肝臓学会西部会．2019，12，12‐13．肝臓 60巻：57．

10 ○平原凜太郎，稲富千佳，岡田倫明，窪津祥仁，秋山 巧，高橋宏和，安西慶三，江口有一郎：生体
肝移植に至ったＢ型劇症肝炎の1例．第325回日本内科学会九州地方会．2019，5，18．抄録集：
25．

11 ＊宮明寿光，大枝 敏，江口有一郎，阿比留正剛，八橋 弘，馬渡誠一，井戸章雄，清家正隆，樋口
野日斗，中牟田誠，堀 剛，今村也寸志，別所友子，衛藤義勝，中尾一彦：肝疾患専門施設にお
ける潜在患者集団におけるライソゾーム酸性リパーゼ欠損症の出現頻度に関する検討．第43回日本
肝臓学会西部会．2019，12，12‐13．A892 肝臓 60巻 suppl．（3）（2019）．

12 矢田ともみ，磯田広史，江口有一郎：佐賀県の職域における受験からフォローアップに関する取り
組み．第43回日本肝臓学会西部会．2019，12，12‐13．肝臓 60巻：49．

その他の学会
1 江口有一郎，岩根紳治，磯田広史：「Ｂ型・Ｃ型肝炎の最新情報」「肝がん・重度肝硬変治療研究促

進事業」「他県の肝疾患対策」．地域保健福祉従事者研修会．2019，1，11．抄録集．
2 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病を診たら，一度は非アルコール性脂肪肝炎を疑う－それぞれの専

門医の盲点を知る．Hepatologist and Endocrinologist Forum．2019，1，31．抄録集．
3 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．第10回北

九州肝疾患治療研究会．2019，2，8．抄録集．
4 江口有一郎：眼科の術前スクリーニング検査を活用したＢ型肝炎・Ｃ型肝炎対策－拾い上げから患

者対応－診療連携まで－．佐賀県眼科医会講習会．2019，2，10．抄録集．
5 江口有一郎：これだけで肝臓がんにならない！－家族にも伝えたい 肝炎から脂肪肝までのコツ－．
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第17回県民公開講演会「沈黙の臓器 肝臓」－手遅れになる前に－．2019，2，17．抄録集．
6 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝疾患と

糖尿病Up to Date in 三重．2019，2，19．抄録集．
7 江口有一郎：『肝炎医療コーディネーターとしての活躍』の「として」を考え直す．チーム医療で

支える肝疾患診療－看護師・肝炎コーディネーターとの協働－．2019，3，12．抄録集．
8 江口有一郎：Ｃ型肝炎撲滅に向けた佐賀県の取り組み－地域ぐるみで取り組む肝がん死亡率ワース

ト1位汚名返上を目指して－．埼玉県東部HCVセミナー－Ｃ型肝炎撲滅に向けて－．2019，4，
16．抄録集．

9 江口有一郎：肝炎撲滅のための肝炎医療コーディネーターの役割－佐賀県の取り組みから厚生労働
省科学研究調査結果まで－．第3回さわらぎ肝疾患懇話会．2019，4，20．抄録集．

10 江口有一郎：糖尿病治療に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために－拾い上げから治療
まで－．肝疾患と糖尿病のクロストーク．2019，4，25．抄録集．

11 江口有一郎：見えてきた肝炎医療コーディネーターのプロフェッショナリズム－佐賀県の試みから
厚生労働科学研究の調査結果まで－．第55回日本肝臓学会総会 イブニングセミナー5．2019，5，
30‐31．抄録集．

12 江口有一郎：多職種協働による地域ぐるみの肝炎・肝がん撲滅プロジェクト－Ｂ型肝炎治療の最新
情報を含めて－．胆振肝炎セミナー．2019，6，7．抄録集．

13 江口有一郎：肝臓病の病態と診療ガイドライン．生涯教育 医療事業部実務研修「病態栄養最前線
① 押さえておきたい肝疾患の診療ガイドラインのポイント－画像診断と検査データの見方を学ぼ
う－」．2019，6，8．抄録集．

14 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病を診たら，一度は非アルコール性脂肪肝炎を疑う．第4回沖縄
糖尿病・生活習慣病 学術講演会．2019，6，20．抄録集．

15 江口有一郎：糖尿病・高血圧・脂質異常症に潜む非アルコール性脂肪肝疾患を見落とさないために
－拾い上げから治療まで－．第27回佐賀南部生活習慣病フォーラム．2019，6，24．抄録集．

16 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH－肝臓専門医が期待するGLP‐1受容体作動薬－．GLP-1
Scientific Update conference．2019，6，25．抄録集．

17 江口有一郎：HCV撲滅に向けた取り組み．Sciences Forum．2019，6，27．抄録集．
18 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH－肝臓病専門医が期待するGLP‐1受容体作動薬－．第47回

筑紫 糖尿病・内分泌アーベント．2019，6，28．抄録集．
19 江口有一郎：糖尿病や生活習慣病に潜む非アルコール性脂肪肝炎を見落とさないために．肝臓と糖

尿病・代謝講演会 in Gifu．2019，7，2．抄録集．
20 江口有一郎：肝炎撲滅のための肝炎医療コーディネーターの役割－佐賀県の試みから厚生労働科学

研究の調査結果まで－．Across Kyushu Liver Expert Forum．2019，7，6．抄録集．
21 江口有一郎：糖尿病診療に潜むNASH－肝臓専門医が期待するGLP‐1受容体作動薬・SGLt2阻

害薬－．Diabetes Conference in 尼崎．2019，7，11．抄録集．
22 江口有一郎：『肝炎・肝がん撲滅のための肝炎医療コーディネーターの役割－佐賀県の取り組みか

ら厚生労働科学研究調査結果を含めて』．新潟県肝炎医療コーディネーター養成研修会．2019，7，
19．抄録集．

23 江口有一郎：地域完結型によるあいの里・当別町地区の肝炎，肝硬変，肝がんを撲滅するために－
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佐賀県プロジェクトから厚生労働科学研究からみえてきたポイント－．あいの里エリア消化器連携
セミナー．2019，7，23．抄録集．

24 江口有一郎：多職種協働で取り組んだ佐賀県肝がん死亡率ワースト1位汚名返上プロジェクト 札
幌での展開への参考事例として．肝疾患地域連携セミナー．2019，8，6．抄録集．

25 江口有一郎：ひとはなぜ合理的な健康管理ができないのか？－肝炎，肥満，生活習慣病を克服する
ための行動経済学－．福井県済生会病院肝疾患センター市民公開講座「令和元年を健康肝臓元年
に！」．2019，8，10．抄録集．

26 江口有一郎：肝炎利用コーディネーターの役割について．東京都肝疾患職域コーディネーター対象
2019年度肝炎医療コーディネーターフォローアップ研修会．2019，9，5．抄録集．

27 江口有一郎：糖尿病に潜む肝臓病を逃さないコツ．肝がん・糖尿病予防講演会．2019，9，7．抄
録集．

28 江口有一郎：佐賀県の肝がんワースト1位返上のための医師事務作業補助者の活躍．第4回医師事
務作業補助者・佐賀地方会．2019，10，19．抄録集．

29 江口有一郎：あなたの肝臓は大丈夫？－糖尿病と肝臓病のあぶない関係－．第57回日本糖尿病学会
九州地方会 市民公開講座「『佐賀の医学史と糖尿病－過去・現在・未来－』歴史を知って，糖尿病，
肥満を吹き飛ばそう！」．2019，10，25‐26．抄録集．

30 江口有一郎：増加する肝がんは糖尿病や生活習慣病に潜む－最大の原因である非アルコール性脂肪
肝炎の診断から治療まで－．第17回佐賀西部地区糖尿病セミナー．2019，10，31．抄録集．

31 江口有一郎：人はなぜ合理的な健康管理ができないのか．神埼市郡医師会市民公開講座．2019，11，
16．抄録集．

32 江口有一郎：残された肝炎・肝硬変対策は診療連携こそがカギ．島原市医師会学術講演会．2019，
12，5．抄録集．

33 江口有一郎：肝炎医療コーディネーターの役割について．令和元年度滋賀県肝炎医療コーディネ
ター養成研修会．2019，12，15．抄録集．

34 岩根紳治：ウイルス性肝炎及び非ウイルス性肝炎の今後の展望．肝炎専門医療従事者研修会．2019，
3，19．抄録集．

35 大枝 敏：肝胆膵の基本操作．日本超音波医学会総規模講習会腹部エコーハンズオンセミナー．
2019，8，23．抄録集．

36 磯田広史：将来医者もありかなと思っている皆さんへ．長崎県立大村高等学校2019年度（R1）
「ジョイントセミナー2019」－第2学年－．2019，7，3．抄録集．

37 磯田広史：肝がんの診断と治療．佐賀県がん看護研修会．2019，10，26．抄録集．
38 磯田広史：今こそ知ってほしい肝臓病の最新情報．松梅ふれあいサロン．2019，11，27．抄録集．
39 磯田広史：佐賀県における肝炎対策の現状と今後の課題．佐賀肝臓アップデートセミナー．2019，

9，18．抄録集．
40 井上 香：肝疾患と生活習慣病．保健指導従事者研修会（鳥栖市）．2019，10，29．抄録集．
41 矢田ともみ：受検におけるお悩み相談－佐賀が考えるプロモーション活動－．山口肝炎医療コー

ディネータースキルアップセミナー．2019，6，5．抄録集．
42 矢田ともみ：佐賀県におけるコーディネーター活動．知って，肝炎プロジェクトミーティング2019．
2019，8，1．抄録集．
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業
（代表）

肝炎ウイルス検査受検から受診，受療
に至る肝炎対策の効果検証と拡充に関
する研究

30，760

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

職域等も含めた肝炎ウイルス検査受検
率向上と陽性者の効率的なフォロー
アップシステムの開発・実用化に向け
た研究

3，500

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

エイズ対策政
策研究事業
（分担）

HIV感染症及びその合併症の課題を
克服する研究

1，500

特任教授 江口有一郎 厚生労働科学研究費補助金 肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

地域に応じた肝炎ウイルス診療連携体
制構築の立案に資する研究

1，000

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

肝がん・重度肝硬変の治療に係るガイ
ドラインの作成等に資する研究

2，000

特任教授 江口有一郎 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

肝炎ウイルスの新たな感染防止・残さ
れた課題・今後の対策

500

特任教授 江口有一郎 国立大学法人東京大学 受託研究
（分担）

組織学的に診断された『アルコール
性』でない脂肪肝炎（non-ASH steato-
hepatitis）の registry における病理学
的検討を中心とした研究

1，300

特任教授 江口有一郎 EAファーマ株式会社 臨床研究
（代表）

NASH患者のセグメント化に関する
研究

5，720

特任教授 江口有一郎 The Board of Trustees of
the Leland Stanford Junior
University

共同研究
（代表）

Treatment outcomes in chronic hepa-
titis B patients on sequential therapy
with tenofovir alafenamide

282

特任教授 江口有一郎 労災疾病臨床研究事業費補
助金

（分担） 医療機関における両立支援の取り組み
に関する研究

0

助 教 磯田 広史 厚生労働行政推進調査事業
費補助金

肝炎等克服政
策研究事業
（分担）

肝炎ウイルス感染者の偏見や，差別に
よる被害防止への効果的な手法の確立
に関する研究

700

43 矢田ともみ：気負わず強みを生かした肝炎医療コーディネーター活動とは．宮城県肝炎医療コー
ディネーター養成研修会．2019，9，8．抄録集．

44 矢田ともみ：肝炎医療コーディネーターの役割．令和元年度・佐賀県肝炎医療コーディネーター・
肝炎医療コーディネータージュニア養成研修会．2019，12，1．抄録集．

45 矢田ともみ：肝炎医療コーディネーター活動事例．令和元年度滋賀県肝炎医療コーディネーター養
成研修会．2019，12，15．抄録集．

研究助成等
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